
 



 



 

スターティーインターナショナル株式会社（株式会社セントラルマーケット） 前訴 答弁書 
 
 スターティーインターナショナル株式会社は、自ら提出したアクセス解析の数字すら読めない。 
 クライアントへの誘導数は、 
 
・ スターティーインターナショナル株式会社主張・・・・・・・・・・１８９万回 
・ 実際の誘導数（ハイステージユーザーによるクリック使用）・・・・・３．５万回 

 
 
 また、ユニーク（ユーザー）も解っていない為に見当違いな主張を行っている。 
 ユニークユーザーとは、特定人物にＩＤ等を割り振り管理しているユーザー。 
 
 スターティーインターナショナル株式会社は、同じ人が閲覧してもカウントは１となるため、同一ユ

ーザーが４０回以上ユニークとなることは矛盾していると主張している。 
 しかし、上記は見当違いも良い所で、ユニークユーザーが４０回訪問していると言う中学生ブロガー

でも判る様な事すら理解できていない。 
 
 
 そして、商品が売れない理由をクライアント商品に責任転嫁し愚弄する。 
 
 
  広告効果は、販売商材の需要によるところが大きく、原告が主張する売れない理由を、当社媒体の

せいと、責任転換していることは明らかである。（ ２ページ１６行目） 


